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1 はじめに 

 

本書は､日本ｵｰﾁｽ･ｴﾚﾍﾞｰﾀ株式会社製昇降機の保守･点検･検査(その他必要な整備または補修等を含

む｡以下同じ)について､維持および運行の安全を確保するための作業を補助するｿﾌﾄｳｪｱ(以下 OTIS

検査ﾂｰﾙ)の使用方法について記載した資料です｡ 

本書の諸作業の実施については､専門技術者(用語の定義を参照)を対象としているので､必要な安

全処置については実施されていることを前提としています｡ 

 

 
警告 

 
禁止 

本書の内容は､専門技術者以外の方に開示しないでくだ

さい｡ 

一般の利用者が本資料より知り得た情報をもとに､ｴﾚﾍﾞｰ

ﾀｰを操作または運転した場合､思わぬ事故が起こるおそ

れがあります｡ 

 

  本書を熟読いただき､十分理解の上で作業を実施するように依頼してください｡ 

  本書は必要な時に､すぐ読めるようにお手元に大切に保管してください｡ 

  本書の内容について､ご不明な点､ご理解いただけない点がある場合は､ｵｰﾁｽﾗｲﾝにお問合せく

ださい｡ 

  本書は基本仕様について説明しています｡従い実際の製品では一部異なる場合がありますので､

予めご承知おきください｡ 

  PC の環境によって使用できない場合があります｡また､動作環境以外でのご使用によるお問い

合わせおよび動作保障は､当社では責任を負いかねますのであらかじめご了承ください｡ 

  本製品のご使用によって生じたお客様のﾃﾞｰﾀの損失､障害につきましては､当社では責任を負

いかねますのであらかじめご了承ください｡ 

  本製品の一部又は全部を複写､複製､改変することは､その形態を問わず禁じます｡ 

  ｴﾚﾍﾞｰﾀｰの機種によっては､操作できない機能があります｡ 

  本製品は､改良のため予告なく変更することがあります｡ 

  この印刷物に記載した内容は､予告なく変更することがありますのでご了承ください｡ 
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2 安全にお使いいだだくために 

 

2.1 警告表示ﾏｰｸの定義 

 

本製品を利用される方への危害､財産への損害を未然に防ぎ､安全に正しくお使いいただくために､

重要な内容を記載しています｡ 

次の表示の区分は､表示内容を守らず､誤った使用をした場合に生じる危害や損害の程度を説明し

ています｡ 

 

 
危険 

取り扱いを誤った場合､使用者が死亡あるいは､重症を負う可能性が極めて

高くなります｡ 

 
警告 取り扱いを誤った場合､使用者が重症を負う可能性が高くなります｡ 

 
注意 

取り扱いを誤った場合､使用者が障害を負う可能性や機器が破損する可能性

があります｡ 

 

次の表示の区分は､お守りいただく内容を説明しています｡ 

 

 
禁止 

｢禁止事項｣(禁止行為)

を表します｡  
強制 

必ず実施いただきたい事(守って

いただきたい事)を表します｡ 

 
注意 感電注意   

 

 

次の表示の区分は､本文中の追加説明として記載しております｡ 

 

★重要 
作業時に留意していただきたい項目を記載しています｡必ずお読みくださ

い｡ 

 

説明､手順の中で､ほかの記載を参照していただきたい項目の参照先を示し

ています｡ 

 説明､手順についての補足項目､参考項目などを示しています｡ 
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2.2 用語の定義 

 

本書における用語の定義は次の通りです｡ 

 

専門技術者とは昇降機の保守･点検を専門に行う技術者で､本書では昇降機検査資格者､または昇降

機に関し専門の教育､研修を受け､社内技能認定を持つ技術者を想定しています｡ 

 

2.3 諸注意 

 

本書に記載の安全に関する警告表示(危険､警告､注意)については必ずお守りください｡ 

本書の記載にない操作及び取扱は行わないでください｡人身事故､機器の故障の原因になる可能性

があります｡ 

 

3 専門技術者へのお願い 

 

 
警告 

 
強制 以下の事項を確実にお守りください｡ 

 

  本書を熟読の上､次項以降の作業を正しく実施してください｡ 

  当社は下記のような不適切な管理と使用に起因する故障または､事故については､責任を負い

兼ねますので､予めご承知おき願います｡ 

 本書と異なる操作および取扱に起因するもの｡ 

 保守･点検､修理の不良に起因するもの｡ 

 本製品を改造したことに起因するもの｡ 

 誤った使用に起因するもの｡ 

 当社が供給していない機器､または純正部品類以外を使用させたことに起因するもの｡ 

 

 
警告 

 
禁止 以下の事項はおこなわないでください｡ 

 

  本製品の改造は行わないでください｡ 
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4 本製品の作業時の留意事項 

 

 
警告 

 
強制 以下の事項を確実にお守りください｡ 

 

  本製品の作業時の留意事項は､ｿﾌﾄｳｪｱ動作時の各画面に記載されています｡それらも参照して

適切な作業を実施してください｡尚､記載内容を逸脱して作業した場合､重大な不具合又は事故

が発生する恐れがあります｡ 

  本製品の作業時には､第三者や作業者本人が昇降路転落等の事故に至らないように予防措置を

施してください｡ 

  かご上に搭乗する際､およびﾋﾟｯﾄに入る際には下記事項を確実に実施してください｡ 

かご上搭乗の際 

1. かご運転装置の TES を停止/STOP 位置に切り替える｡ 

2. かご運転装置の TCI を点検/INS の位置に切り替える｡ 

3. かご上照明を点灯する｡十分な照度を得られない場合は､ﾊﾝﾄﾞﾗﾝﾌﾟ等を追加する｡ 

4. 必要に応じて安全帯を使用する｡ 

5. かご上の保守･点検作業用安全柵を組み立てる｡ 

ﾋﾟｯﾄに入る際 

1. ﾋﾟｯﾄ ES を停止/STOP 位置に切り替える｡ 

2. SPECECO の場合は ｽﾄｯﾊﾟｰをｾｯﾄする｡ 

3. 2PWS をｵﾝにして ﾋﾟｯﾄ照明を点灯する｡十分な照度を得られない場合は､ﾊﾝﾄﾞﾗﾝﾌﾟ等を追加

する｡ 

 

※  かご上作業およびﾋﾟｯﾄ作業の後で“昇降路侵入検知機能“ がはたらき ｴﾚﾍﾞｰﾀｰが休止す

る場合があります｡この場合､乗り場のかご位置表示盤には 1 文字ずつ 

”H“ ”A“ ”d“ と表示されます｡  

この場合には昇降路に人がいないことを確認した上で下記の操作で解除してください｡ 

→ﾄﾞｱを開けて､ES のｵﾌ･ｵﾝを 10 秒以内に 3回繰り返した後､10 秒以内に 

ﾄﾞｱを閉める｡ 
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5 製品の構成 

 

名称 外観 備考､部品番号 

OTIS 検査ﾂｰﾙ 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
 

https://www.otis.com/ja/jp/home より、

最新版をﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ可能です 

USB-A/RS-422 

変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀ 

 

 

 

日本ｵｰﾁｽ製品番号:JBA21753AAK4 

(ﾄﾞﾗｲﾊﾞｿﾌﾄｳｪｱ附属) 

※本製品は有償販売品です。 

RS-232C 延長 

ｹｰﾌﾞﾙ 

 

延長ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞﾀｲﾌﾟ 

 (以下 同等品) 

 

参考品番 

 ｻﾝﾜｻﾌﾟﾗｲ株式会社 KRS-443FM2K 
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6 お使いになる前に 

 

本製品をお使いいただくためには､以下のような性能を満たした PC の環境が必要です｡ 

 

対応 OS 

Microsoft® Windows7/8/10 

 

★重要 

 

  推奨環境のすべての PC について動作を保証するものではありません｡ 

  前項に記載している対応 OS 以外の Windows 環境での動作は保証していません｡ 

  Microsoft® .FrameWork3.5 以降が必要です｡(Windows7 以降では標準搭載) 

  OS のｱｯﾌﾟｸﾞﾚｰﾄﾞ環境での動作は保証していません｡ 

  ﾏﾙﾁﾌﾞｰﾄ環境には対応していません｡ 

  ｲﾝｽﾄｰﾙ等の初期設定は、ｼｽﾃﾑ管理者権限(Administrator)が必要です｡ 

  お客様が自作された PC での動作は保証していません｡ 

  他のｿﾌﾄｳｪｱが同時に起動している環境での動作は保障していません｡ 

  PC の環境によっては不具合が発生する場合があります｡お客様のﾃﾞｰﾀの損失ならびにその他の

直接/間接的な障害につきましては､当社に故意または重過失がない限り､当社はその責任を負

いません｡ 

  Microsoft､Windows は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標

です｡その他のｼｽﾃﾑ名､製品名は､一般的に各開発ﾒｰｶｰの商標または登録商標です｡なお､本書で

は TM､®ﾏｰｸは明記していません｡ 
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7 ｿﾌﾄｳｪｱのｲﾝｽﾄｰﾙ手順 

 

① 弊社ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ ｢定期検査の技術資料｣よりｲﾝｽﾄｰﾗｰ(OTIS 検査ﾂｰﾙ SetUp.exe)をﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてく

ださい｡ 

https://www.otis.com/ja/jp/home 

② ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞした OTIS 検査ﾂｰﾙ SetUp.exe をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸして実行してください｡ 

  警告文を確認の上｢次へ｣を押してください｡ 

 

 

③ ｲﾝｽﾄｰﾙ先を確認し、｢ｲﾝｽﾄｰﾙ｣を押してください｡ 
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④  下記のﾒｯｾｰｼﾞが表示されたら｢完了｣を押します｡ 

 

 

以上でｿﾌﾄｳｪｱのｲﾝｽﾄｰﾙは完了です｡ 

 

ｲﾝｽﾄｰﾙ後､変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀを PC の USB ﾎﾟｰﾄに接続し､ﾄﾞﾗｲﾊﾞｿﾌﾄｳｪｱをｲﾝｽﾄｰﾙしてください｡ 
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8 ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝの起動と終了 

 

8.1 起動 

ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟの｢OTIS ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾂｰﾙ｣のｱｲｺﾝをｸﾘｯｸします｡ 

 

 

8.2 COM ﾎﾟｰﾄの設定 

｢接続設定｣を押して､変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀを接続した COM ﾎﾟｰﾄ番号を設定してください｡ 

 

 COM ﾎﾟｰﾄは､PC の設定をご確認ください｡ 

Windouws10 の場合:｢ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾟﾈﾙ｣→｢ﾃﾞﾊﾞｲｽﾏﾈｰｼﾞｬｰ｣→ ｢ﾎﾟｰﾄ（COM と LPT）｣に RS422Port とし

て表示された COM # が、ﾎﾟｰﾄ番号です。 

 

   

 

 

8.3 終了 

TOP ﾒﾆｭｰのﾒﾆｭｰﾊﾞｰの｢終了｣､あるいは画面右上の｢×｣をｸﾘｯｸします｡
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9 ｴﾚﾍﾞｰﾀｰへの接続 

 

OTIS 検査ﾂｰﾙがｲﾝｽﾄｰﾙされた PC の USB ﾎﾟｰﾄに付属の変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀを挿入します｡ 

変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀとｴﾚﾍﾞｰﾀｰ制御基板を RS-232C 延長ｹｰﾌﾞﾙで接続します｡ 

 

      

エレベーター制御基板 

に接続する 

変換アダプタ（本製品） 

RS-232C 延長用ケーブル 
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9.1 機械室ありｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 

 

 
警告 

 

感電 

注意 

制御電源ｽｲｯﾁを切った状態であっても､制御盤内に一部

充電部があるので確認の上注意し作業してください｡ 

 

RS-232C 延長ｹｰﾌﾞﾙをｴﾚﾍﾞｰﾀｰの制御盤内基板 IO-RMB 基板(機種により基板は異なります｡)に接続し

てください｡ 

(図は一部の機種になり､機種により異なります) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

接続場所 
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9.2 機械室なしｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 

 

点検操作盤の｢SVT｣ｺﾈｸﾀに接続してください｡(図は一部の機種になり､機種により異なります｡この

図の場合､最上階または最下階乗場のﾎｰﾙﾎﾞﾀﾝ奥に設置されています｡) 

 

 
警告 

 

感電 

注意 

制御電源ｽｲｯﾁを切った状態であっても､制御盤内に一部

充電部があるので確認の上注意し作業してください｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

点検操作盤(ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾎﾞｯｸｽ)設置場所電源

ｽｲｯﾁは、最上階または最下階乗場ﾎﾞﾀﾝ

を外す（標準の場合）と、乗場ﾎﾞﾀﾝ奥

にあります。 

接続場所 
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9.3 UCMP ﾎﾞｯｸｽ 

UCMP ﾃｽﾄを行う場合は UCMP ﾎﾞｯｸｽ内の UCMPB に接続してください｡ 

 

 

接続場所 
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10 操作 

 

10.1 TOP ﾒﾆｭｰ 

 

 

ﾒﾆｭｰﾊﾞｰ 終了 ｿﾌﾄｳｪｱを終了します｡ 

 接続/切断 ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ制御盤の基板との通信の接続/切断を行います｡ 

接続設定 PC の通信ﾎﾟｰﾄの設定をします｡ 

ﾍﾙﾌﾟ 対応する変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀのｼﾘｱﾙ番号を表示します｡ 

機種選択 
ECO､油圧 

SPECECO 

ｲﾝﾊﾞｰﾀ制御式油圧ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 

 ﾛｰﾌﾟ 

MRLE 

ﾘﾆｱ 

ﾛｰﾌﾟ式ﾏｲｺﾝｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 

ﾛｰﾌﾟ式または CSB 式の機械室なしｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 

ﾘﾆｱﾓｰﾀｰ式ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 

機能区分 確認 機能の確認を行います｡ 

 表示 機能の表示を行います｡ 

 操作 機能の操作を行います｡ 

 

① ｹｰﾌﾞﾙを接続したことを確認してから｢接続｣をｸﾘｯｸします｡ 

接続には 10 秒程度かかります｡ 

 

② ｢機種選択｣｢機能区分｣を選択し､｢決定｣をｸﾘｯｸします｡ 
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機能選択後の操作例 (ECO 空転防止機能確認) 

 

各機能選択後の操作は画面に表示されるｶﾞｲﾀﾞﾝｽに従い操作を実施してください｡ 

例として“ECO 空転防止機能確認“を選択した場合の操作の流れを示します｡ 

 

 

 

 

機能選択画面 

機能の概要説明を表示します。 

現在のかご位置を表示します。 

 

機能確認用に設定を変更します。 

“実行”ボタンを押すと 

機能確認を開始します。 
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機能選択後の操作例 (ECO 空転防止機能確認) 

 

    

 

 

 

“はい“を押すと極低速で走行を 

開始し、空転防止機能がはたらく 

までの時間を表示します。 

空転防止機能がはたらくまでの時間が 

経過すると“ログ確認”のボタンが 

表示されます。 このボタンを押すと 

制御盤に空転防止機能がはたらいた 

記録があるかどうかを確認して 

その結果を表示します 

“次へ”のボタンを押すと機能確認用の設定 

を元に戻します。 

“終了“ボタンを押すと機能選択 

画面に戻ります。 
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10.2 ｢ECO､油圧｣ 

 

10.2.1 ｢ECO､油圧｣｢確認｣ 

 

 

 

ECO 空転防止機能確認 SPECECO の空転防止機能の確認を行います｡ 

VF 油圧空転防止機能確認 
ｲﾝﾊﾞｰﾀ制御式油圧ｴﾚﾍﾞｰﾀｰの空転防止機能の確認を行

います｡ 

油圧･ECO ﾘﾘｰﾌﾊﾞﾙﾌﾞ動作確認 
ｲﾝﾊﾞｰﾀ制御式油圧ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ及び SPECECO の安全弁の動

作確認を行います｡ 

ECO 逆止弁異常判定 

SPECECO の逆止弁の動作確認を行います｡ 

戸開走行保護装置が付いていないｴﾚﾍﾞｰﾀｰでは 

実施できません｡ 

TOP に戻る TOP ﾒﾆｭｰに戻ります｡ 

 

① 必要な機能をｸﾘｯｸし､画面にしたがって作業を行ってください｡ 

 

 

下のような画面が表示された場合には､下記項目を参照してください 

 

また､作業終了時にはﾊﾟﾗﾒｰﾀ書き込み制御のﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁを元に戻してください｡ 

11.3 項 書き込み制御のﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁについて 
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10.2.2 ｢ECO､油圧｣｢表示｣ 

 

 

 

ﾊﾞｯﾌｧｰｽｲｯﾁ動作確認 
SPECECO(液圧式ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ)の緩衝器が､圧縮した後に通常復帰す

るまでの時間を確認するための機能です｡ 

油温ﾓﾆﾀｰ動作確認 
ｲﾝﾊﾞｰﾀ制御式油圧ｴﾚﾍﾞｰﾀｰの作動油温度抑制装置用の温度検出

器の動作状況を確認するための機能です｡ 

運行ﾃﾞｰﾀ表示 走行回数およびﾘﾚﾍﾞﾙ回数を確認するための機能です｡ 

非常停止時の減速距離 

非常停止時の 空走距離･制動距離･ｽﾘｯﾌﾟ距離  

とその合計(停止距離)を確認するための機能です｡ 

非常停止させた後､かごがﾘｶﾊﾞｰ走行を完了してから 

確認することができます｡ 

TOP に戻る TOP ﾒﾆｭｰに戻ります｡ 

 

① 必要な機能をｸﾘｯｸし､画面にしたがって作業を行ってください｡ 
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10.2.3 ｢ECO､油圧｣｢操作｣ 

 

 

 

時計確認/設定 
ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ内臓時計の確認/設定を行います｡ 

曜日については､日曜日:0､月曜日:1､･･･となります｡ 

TOP に戻る TOP ﾒﾆｭｰに戻ります｡ 

 

必要な機能をｸﾘｯｸし､画面に従い作業を行ってください｡ 
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10.3 ｢ﾛｰﾌﾟ､MRLE､ﾘﾆｱ｣ 

 

10.3.1 ｢ﾛｰﾌﾟ､MRLE､ﾘﾆｱ｣｢確認｣ 

 

 

 

UCMP 関連 
UCMP に対する操作がまとめられた項目です。 

UCMP 基板に接続してから選択して下さい。 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ関連 
ｺﾝﾄﾛｰﾗに対する操作がまとめられた項目です。 

ｺﾝﾄﾛｰﾗまたはﾒﾝﾃﾅﾝｽﾎﾞｯｸｽに接続してから選択して下さい。 

TOP に戻る TOP ﾒﾆｭｰに戻ります｡ 
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10.3.1.1｢ﾛｰﾌﾟ､MRLE､ﾘﾆｱ｣｢確認｣「ｺﾝﾄﾛｰﾗ関連」 

 

 

 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ関連 

ﾘﾐｯﾄ(強制停止) 

ｽｲｯﾁ機能確認 

ﾘﾐｯﾄ(強制停止)ｽｲｯﾁが正常動作することを確認するための機能

です｡ 

MCSS_信号時間確認 

信号やﾘﾚｰ等の動作時間を確認するための機能です。現在備え付

けられている機能は下記の通りです。 

• ﾌﾞﾚｰｷ開放指令が出てから実際にﾌﾞﾚｰｷが動作するまでの時

間を表示します。 

DBP、S ﾘﾚｰ動作時間確認 
DBP およびｾｰﾌﾃｨﾘﾚｰの動作速度を確認するための機能です。 

詳しくは 11.3.1 DBP、S ﾘﾚｰ動作時間確認をご確認下さい。 

BS off までの動作時間確認 

BS1 および BS2 の動作速度を確認するための機能です。 

具体的な合格基準はｺﾝﾄﾛｰﾗのｼｰﾙに記載されている”ﾌﾞﾚｰｷ動作

時間”をご確認下さい。 

詳しくは 11.3.2 BS off までの動作時間確認をご確認下さい。 

片側ﾌﾞﾚｰｷﾄﾙｸ確認 

片側 BTI(Brake Torque Inspection)の実施と結果の表示を行う

機能です。具体的な合格基準はｺﾝﾄﾛｰﾗに張られているｼｰﾙに記載

されている“ﾌﾞﾚｰｷ制動力”の値をご確認ください。 

詳しくは 11.3.3 片側ﾌﾞﾚｰｷﾄﾙｸ確認をご確認下さい。 

注意：この機能を実施するには別途「片側ﾌﾞﾚｰｷ開放ﾂｰﾙ」が必要

です。 

TOP に戻る TOP ﾒﾆｭｰに戻ります｡ 
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10.3.1.2｢ﾛｰﾌﾟ､MRLE､ﾘﾆｱ｣｢確認｣「UCMP 関連」 

 

 

 

UCMP 関連 

UCMP ﾘﾚｰﾃﾞｰﾀｸﾘｱ 

UCMP に関連するﾘﾚｰのﾃﾞｰﾀ (交換基準までの動作回数/期間)の

表示およびｸﾘｱを行う機能です。実施するには UCMPC に接続して

下さい。 

UCMP ﾃｽﾄ 
待機型ﾌﾞﾚｰｷの動作ﾃｽﾄを行う機能です｡ 

実施するには UCMP ﾎﾞｯｸｽ内の UCMPB に接続してください｡ 

UCMP-JR_ SR1, SR2 

動作時間確認 

RENOVA-JR の SR1, SR2 ｺﾝﾀｸﾀの動作時間の測定を行う機能です。 

実施するには UCMPB に接続して下さい。 

UCM ﾘﾚｰ動作時間の確認 

UCMP-C2の UCM ﾘﾚｰが OFFになるまでの時間を測定する機能です。 

実施するにはﾒﾝﾃﾅﾝｽﾎﾞｯｸｽに接続して下さい。 

詳しくは 11.3.4 UCM ﾘﾚｰ動作時間の確認をご確認下さい。 

TOP に戻る TOP ﾒﾆｭｰに戻ります｡ 

 

① 必要な機能をｸﾘｯｸし､画面にしたがって作業を行ってください｡ 

 

 

下のような画面が表示された場合には､下記項目を参照してください 

 

また､作業終了時にはﾊﾟﾗﾒｰﾀ書き込み制御のﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁを元に戻してください｡ 

11.3 項 書き込み制御のﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁについて 
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10.3.2 ｢ﾛｰﾌﾟ､MRLE､ﾘﾆｱ｣｢表示｣ 

 

 

 

 

運行ﾃﾞｰﾀ表示 ﾉｰﾏﾙ走行回数およびﾘﾚﾍﾞﾙ回数を確認するための機能です｡ 

機種により、ﾉｰﾏﾙ走行、ﾘﾚﾍﾞﾙ走行を区別せず、走行回数として表示する場合

があります。 

非常停止時の減

速距離 

非常停止時の空走距離･制動距離･ｽﾘｯﾌﾟ距離 とその合計(停止距離)を確認す

るための機能です｡ 

機種により、ｽﾘｯﾌﾟ距離と停止距離のみを表示する場合があります。 

非常停止させた後､かごがﾘｶﾊﾞｰ走行を完了してから確認することができま

す｡ 

TOP に戻る TOP ﾒﾆｭｰに戻ります｡ 

 

① 必要な機能をｸﾘｯｸし､画面にしたがって作業を行ってください｡ 
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10.3.3 ｢ﾛｰﾌﾟ､MRLE､ﾘﾆｱ｣｢操作｣ 

 

 

 

時計確認/設定 
ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ内臓時計の確認/設定を行います｡ 

曜日については､日曜日:0､月曜日:1､･･･となります｡ 

ﾛｰﾌﾟ伸び検出解除 

SPECREVO(機械室なしｴﾚﾍﾞｰﾀｰ)の主索ﾛｰﾌﾟの伸び検出による最上階ｻｰﾋﾞ

ｽ停止機能を解除します｡ 

 11.参考を参照願います｡ 

TOP に戻る TOP ﾒﾆｭｰに戻ります｡ 

 

① 必要な機能をｸﾘｯｸし､画面にしたがって作業を行ってください｡ 
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11 参考 

11.1 ﾛｰﾌﾟ伸び検出装置 

 

機械室なしｴﾚﾍﾞｰﾀｰ:SPECREVO では､ﾛｰﾌﾟ伸び検出ｽｲｯﾁが設定した寸法以上主索が伸びたことを検出

すると､以後は最上階への自動運転を無効とします｡これを一度検出すると､電源の切→入でも復旧

しません｡ 

最上階への自動運転を有効とするには､主索が伸びたことへの対応､及び本製品の｢ﾛｰﾌﾟ伸び検出解

除｣が必要となります｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロープ伸び検出概要図 

ロープ伸び 

検出スイッチ 

巻上機 
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11.2 パラメータ書き込み制御のディップスイッチについて 

 

一部の操作において、下のような画面が表示された場合、制御盤内ＩＯ－ＬＳＲＭＢ基板（機種に

より基板名は異なります。）のパラメータ書き込み制御のディップスイッチ（「ＰＲＯＴＥＣＴ」ま

たは「ＥＮＡ」、基板により名称は異なります。）を切り替えてください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

制御盤内ＩＯ－ＬＳＲＭＢ基板          ディップスイッチ 

 

上 記 メ ッ セ ー ジ が 表 示 さ れ た 場 合 は

“PROTECT” を ON にしてください。 
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11.3 機能のﾕｰｻﾞｰｲﾝﾀｰﾌｪｰｽについて 

11.3.1 DBP、S ﾘﾚｰ動作時間確認 

｢ﾛｰﾌﾟ､MRLE､ﾘﾆｱ｣｢確認｣「ｺﾝﾄﾛｰﾗ関連」>「DBP、S ﾘﾚｰ動作時間確認」 

 

DBP ﾘﾚｰ DBP ﾘﾚｰをﾓﾆﾀｰする画面へ移動します。 

ｾｰﾌﾃｨﾘﾚｰ ｾｰﾌﾃｨﾘﾚｰをﾓﾆﾀｰする画面へ移動します。 

終了 機能選択画面に戻ります。 

 

「DBP、S ﾘﾚｰ動作時間確認」>「DBP ﾘﾚｰ」または「DBPのﾃﾞｰﾀを表示」 

 

DBP リレーテスト ｸﾘｯｸすることで DBP ﾘﾚｰを強制的に開閉し

ます。 

S ﾘﾚｰのﾃﾞｰﾀを表示 S ﾘﾚｰの画面に切り替わります。 
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「DBP、S ﾘﾚｰ動作時間確認」>「ｾｰﾌﾃｨﾘﾚｰ」または「S ﾘﾚｰのﾃﾞｰﾀを表示」 

 

DBP のﾃﾞｰﾀを表示 DBP ﾘﾚｰの画面に切り替わります。 

 

11.3.2 BS off までの動作時間確認 

｢ﾛｰﾌﾟ､MRLE､ﾘﾆｱ｣｢確認｣「ｺﾝﾄﾛｰﾗ関連」>「BS off までの動作時間確認」 
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11.3.3 片側ﾌﾞﾚｰｷﾄﾙｸ確認 

｢ﾛｰﾌﾟ､MRLE､ﾘﾆｱ｣｢確認｣「ｺﾝﾄﾛｰﾗ関連」>「片側ﾌﾞﾚｰｷﾄﾙｸ確認」 

 

開始 片側 BTI 実行のための案内を開始します。 

 

「片側ﾌﾞﾚｰｷﾄﾙｸ確認」>「開始」 

 

次へ 片側 BTI のﾄﾙｸ設定画面に移動します 
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「片側ﾌﾞﾚｰｷﾄﾙｸ確認」>「開始」>「次へ」 

 

ﾌﾞﾚｰｷﾄﾙｸ設定画面です。5%刻みで設定可能で、最大値は 200％、最小値は 100％です。

高速でｸﾘｯｸすると基板のﾚｽﾎﾟﾝｽが追い付かないためﾄﾙｸの値が切り替わったのを確

認してから「+5%」または「-5%」をｸﾘｯｸしてﾄﾙｸを調整して下さい。 

次へ ﾄﾙｸの値を確定してﾌﾞﾚｰｷ開放ﾂｰﾙの操作指示の画面に

移動します。 

+5% ﾄﾙｸの値を 5%増加させます。 

-5% ﾄﾙｸの値を 5%減少させます。 

 

「片側ﾌﾞﾚｰｷﾄﾙｸ確認」>「開始」>「次へ」>「次へ」 

 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾎﾞｯｸｽで設定されている走行ﾓｰﾄﾞがｲﾝｽﾍﾟｸｼｮﾝ（DBP）ﾓｰﾄﾞになっていることを

確認できた場合の画面です。 

ﾌﾞﾚｰｷ開放ﾂｰﾙを操作し、BS1 または BS2 を開放して下さい。 
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ｲﾝｽﾍﾟｸｼｮﾝﾓｰﾄﾞに設定されており、なおかつ BS1または BS2 のいずれか片方が開放さ

れていることが確認できた場合の画面です。 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾎﾞｯｸｽ内の UP ﾎﾞﾀﾝとｺﾓﾝﾎﾞﾀﾝをﾌﾞｻﾞｰｰが鳴り止むまで押し続けてください。 

 

 

片側 BTI 実行中の画面です。片側 BTI が完了すると自動で結果を表示する画面に移

動します。 
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設定したﾄﾙｸ値で、ﾌﾞﾚｰｷ保持力が正常な場合の画面です。 

「続行」をｸﾘｯｸするとﾄﾙｸ設定画面に戻り、再度片側 BTI 実行の準備を行います。 

続行 ﾄﾙｸ設定画面に戻ります。 

 

 

片側 BTI 中にﾏｼﾝの回転を検知した場合の画面です。設定したﾄﾙｸ値で、ﾌﾞﾚｰｷが保持

できなかったことを表す画面です。 

「続行」をｸﾘｯｸするとﾄﾙｸ設定画面に戻り、再度片側 BTI 実行の準備を行います。 

続行 ﾄﾙｸ設定画面に戻ります。 
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11.3.4 UCM ﾘﾚｰ動作時間の確認 

「ﾛｰﾌﾟ､MRLE､ﾘﾆｱ｣｢確認｣「UCMP 関連」「UCM ﾘﾚｰ動作時間の確認」 

 

表示 UCM ﾘﾚｰ動作時間の確認のための案内を開始します。 

 

「ﾛｰﾌﾟ､MRLE､ﾘﾆｱ｣｢確認｣「UCMP 関連」「UCM ﾘﾚｰ動作時間の確認」「表示」 

 

UCM ﾘﾚｰﾃｽﾄ UCM ﾘﾚｰを off/on し、off にかかる時間を画面上に表

示します。 

UCM ﾘﾚｰの off/on を実行し、その結果を表示する画面です。最大で直近 3回分の結

果を表示でき、実行毎に「最新」→「前回」→「前々回」とﾃﾞｰﾀが流れていきます。 



ＯＴＩＳ検査ﾂｰﾙ取扱説明書 

 37/37 版権所有©日本オーチス・エレベータ株式会社２０２４年 

 

11.4  略語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

略語 内容 

BS Brake Switch 

BTI Brake Torque Inspection 

CSB Coated Steel Belt 

CZ safety Chain Z (Final safety chain) 

DBP Door Bypass 

MRLE Machine Room Less 

SR Safety Relay 

S ﾘﾚｰ Safety Relay 

UCM Unintended Car Movement 

UCMP Unintended Car Movement Protection 


